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男性の暮らし方・意識の変革専門調査会

ライフプランニング・キャリアプランニングの視点から見た、
男性が能動的に家事・育児に参加する社会を作るにあたっての

課題と解決策の方向性について

生活経済ジャーナリスト
ファイナンシャル・プランナー／キャリア・コンサルタント

和泉 昭子

横浜国立大学教育学部英語科卒業後、福武書店（現：ベネッセコーポレーション）、日本短波放送（現：ラジオNIKKEI）アナウンサーを経て、
フリーのキャスターに転身。1995年CFP ® 取得後、マネー・キャリア・コミュニケーションに関する情報を発信。
日経新聞、朝日新聞など新聞各紙、「日経ウーマン」などの雑誌でマネー記事を監修するほか、
NHK「日曜討論」、テレビ朝日「ニュースなぜ太郎」「モーニングバード」などテレビ出演多数。
08年早稲田大学大学院ファイナンス研究科修了。株式会社プラチナ・コンシェルジュ 取締役会長

公職：日本年金機構「運営評議会」委員、厚生労働省「提言型政策仕分けチーム」メンバー 、金融庁「金融税制研究会」委員等

資料６‐２
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男性の家事・育児参加が進まない主な理由

【物理的・経済的課題】

・30～40代の長時間勤務および責任の重大性

・男女の賃金格差

・男性の家事・育児に対するスキル不足 等

【社会通念・意識上の課題】

・男性が家族を養い、女性が家庭を守るという強固な社会的固定観念

（男性のみならず、親世代・妻自身）

・夫の価値を「経済力」、妻の価値を「家事の卓越さ」ではかる社会的傾向

・育休取得や時短勤務によるキャリア上の機会損失懸念 等



Copyright (C) Akiko Izumi  All rights reserved
3

男性の家事・育児参加を促進するためのご提案

国 ・ 自治体 企業 コミュニティ・個人

短期 ・婚姻届とともに、家庭マネジメント
の冊子を配布、夫婦学級の開催

・育児休業制度の出産直後取得に
対する奨励

・男性の育休取得に対し、給付金の
率および上限の優遇

・子どもの定期健診に合わせた産後
のパパ学級の義務化
（パパと新生児がともに参加）

・家事軽減（または男性の家事参加
促進）商品開発企業への優遇

・妻の出産前後の男性の異
動・仕事に対する配慮

・水曜日のノー残業デーを活
用し、「保育園パパお迎え
デー」

・コミュニケーション
シートを活用した理想
の家庭マネジメントプ
ランの作成・実行

・NPO等によるパパ活
の促進

中長
期

・高校での家庭マネジメント教育の
強化

・「働き方改革」との連動によ
る、有能なビジネスパーソン
像の変容・啓もう

・親世代への啓もう
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出産

ライフイベントに紐づけた家事シェアの啓蒙
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授乳終了
⇒普通食へ

職場復帰結婚
時短
終了

理想の家庭像および中
期的なライフプランをベー
スに、家事シェアと家計
管理について学び、夫婦
で設計する

小学校
入学

男性も出産直後から育児に
関わることで、新たな家事・
育児シェアについて話し合
い、分担を習慣化

子どもの成長とともに変化
する育児内容について男性
も意識し、主体的に関わる

共働き開始に伴う家事・育
児内容の変化について夫
婦で話し合い、シェアを見
直す

意 識 改 革

本格的な職場復帰に伴う
家事・育児内容の変化に
ついて夫婦で話し合い、
シェアを見直す

保育園
入園

妊娠

妻の体調変化に応じた
家事シェアの見直し



Copyright (C)  Akiko Izumi  All rights reserved

例：意識改革～多面的な役割が人生を豊かにする

＜ライフ・キャリア・レインボー＞

年
齢

年
齢

人には、 ①子ども ②学習者 ③職業人 ④配偶者 ⑤家庭人

⑥親 ⑦余暇を楽しむ人 ⑧市民 という８つの役割がある

（Ｄ.Ｅ.ＳＵＰＥＲ）
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産前 6週間 産後 8週間 出産後 8週間 ～ 子ども 1歳 子ども 1歳～

休業
制度

給付金

負担軽減

例：出産直後の男性の育休取得促進

6

産 前 ・ 産 後 休 業 （女性のみ）

育 児 休 業 (男 女）

出産育児一時金
（健康保険）

出産手当金 （健康保険）

使用者・労働者ともに社会保険料免除

パパ・ママ
育休プラス

育 児 休 業 給 付 金 （雇用保険）

※育児休業開始後180日までは休業開始前賃金の67％
その後は50％支給（180日まで284,415円、その後は212,250円が上限）

育児休業中は使用者・労働者ともに支払免除

※男女ともに育休を取得する場合は
1歳2ヶ月になるまで取得可能

※保育園に入所できない等の事情が
ある場合、1歳6ヶ月まで休業延長可

出 産 職場復帰？

※出産日から子どもが1歳まで
※夫婦の重複取得可

※産前・産後休業の期間、
賃金の3分の2相当支給

※1児につき原則42万円支給

出産直後の長期取得を誘導

男性が取得する場合、給付金の率または上限額を
アップする等のインセンティブ

男性が取得する場合、給付金の率または
上限額をアップする等のインセンティブ

【出産前後のサポート制度】
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例：新婚カップルへの「家庭マネジメント」教育
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※朝日新聞「AERA」編集部作成
（http://publications.asahi.com/aera/pdf/160530/tomobataraki.pdf）

※株式会社プラチナ・コンシェルジュ監修
（X-knowledge刊 「誰も教えてくれない 一生お金に困らないための本」より再掲）

【家事シェア】 【家計管理】
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＜意識改革の参考資料＞ 片働きでは社会も家計も維持不能
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＜意識改革の参考資料＞所得分布の変化

｢就業構造基本調査｣(総務省） をもとに(株）プラチナ・コンシェルジュにて作成
（雇用形態は、正規・非正規会社員・自営業含む）

※ 平成9年は、他の年と600万円以上の所得帯が異なるため、便宜的に
点線で結んでいる。

長期的な収入低下の要因

・人口減少＆少子高齢化
・IT化
・グローバル化
・株主重視

（単位: 万円）

（単位: 万円）
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制度改正による手取り額の推移

（単位：円）

▲59万円！

▲30万円！

▲84万円！

2010年との
差額

10
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＜意識改革の参考資料＞ 高成長でも年金価値は2割減少

（出所 ： 厚生労働省 平成26年6日3日 「国民年金及び厚生年金に係る 財政の現況及び見通し －平成26年財政検証結果 」）

現在
62.7％
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ライフイベント ずっと正社員 出産退職後契約社員 出産退職後、パート 出産退職後、専業主婦
現在 夫：31歳 会社員 450万円(額面） 450万円(額面） 450万円(額面） 450万円(額面）

妻：29歳 会社員 300万円(額面） 300万円(額面） 300万円(額面） 300万円(額面）

3年後 妻：32歳 第一子出産 産休・育休中 67％の収入（98+180日）退職(退職金100万円） 退職(退職金100万円） 退職(退職金100万円）

１歳まで50%
1年半後 復帰（育休前の収入）

保育園 4万円(2歳まで）→3万円

5年後 マイホーム取得 物件価格3500万円 （ローン） 30年 金利固定2％ ※ボーナス返済なし ※退職金で一括返済(60歳 800万円）

頭金+一時費用 300万円+150万円＝450万円

ローン借入額 3200万円

ローン返済額 142万円／年 （～59歳まで） ※住宅ローン控除は見込んでいない

6年後 妻:35歳 第二子出産 産休・育休中 67％/8週+180日
１歳まで50%

1年半後 復帰（育休前の収入）

保育園 4万円(2歳まで）→3万円
保育園 3万円(2歳まで）→2
万円

妻37歳で契約社員で復帰 妻39歳でﾊﾟｰﾄで働く

妻の収入；賃金カーブにのせる(1.1倍） 年収220万円(額面） 年収100万円（扶養範囲）

妻 60～65歳 150万円(額面）妻 60～65歳 100万円

65歳 夫婦ともに65歳で退職 夫の退職金：2000万円 夫の退職金：2000万円 夫の退職金：2000万円 夫の退職金：2000万円

(退職金は60歳） 妻の退職金：700万円 妻退職金なし 妻退職金なし 妻退職金なし

年金受給開始 (手取額） 夫：180万円 夫：180万円 夫：180万円 夫：180万円

妻：144万円 妻：116万円 妻：89万円 妻：89万円

現在の貯蓄残高 200万円(結婚直後）

住居費 当初の家賃 8万円/月 ➡ 5年後マンション購入後はローン以外に管理費、修繕積立、固定資産税で年間40万円見込む

生活費 現在25万円／月(その後は働き方、子どもの成長によってそれぞれ調整）、その他年間40万円

妻退職後は、それまでの生活費の9割で暮らす ※物価上昇率は見込んでいない

出産育児一時金 それぞれ42万円 （一時的な収入）

出産費用 第一子60万円、第二子50万円 ※保育料試算（東京23区）

子どもの進路 公立➡大学 私立文系

児童手当 考慮あり (その他継続的な収入に含める）

夫の収入 年収カーブに乗せて増減させる（1.6倍） ※妻の働き方で配偶者の扶養控除を考慮、子どもの扶養控除は考慮せず

【共通の前提】

【ライフスタイルごとの前提】

＜意識改革の参考資料＞ 「CFシミュレーション」の前提
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＜意識改革の参考資料＞

妻の働き方で変わるCFシミュレーション

ずっと正社員

（ 株式会社プラチナ・コンシェルジュ試算 日本経済新聞出版社刊 「働く女性の結婚」より再掲 ）
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＜意識改革の参考資料＞

妻の働き方で変わるCFシミュレーション

出産退職後、契約社員

（ 株式会社プラチナ・コンシェルジュ試算 日本経済新聞出版社刊 「働く女性の結婚」より再掲 ）
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＜意識改革の参考資料＞

妻の働き方で変わるCFシミュレーション

出産退職後、パート勤務

（ 株式会社プラチナ・コンシェルジュ試算 日本経済新聞出版社刊 「働く女性の結婚」より再掲 ）
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＜意識改革の参考資料＞

妻の働き方で変わるCFシミュレーション

出産退職後、専業主婦

（ 株式会社プラチナ・コンシェルジュ試算 日本経済新聞出版社刊 「働く女性の結婚」より再掲 ）


